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風も冷たくなり昼と夜の気温の差も大きく、風邪をひきやすい季節になりました。皆さんはいか
がお過ごしでしょうか？私は実家が米農家なので、この時期はその手伝いで休みが全くなく忙しい日々
を送っています。ところで皆さんはもう新米は食べましたか？今年の米は粒が大きめで甘みが強
く美味しいのでぜひ食べてください。米の消費量が減っているとニュースで見かけますが日本の
食卓にはご飯は一番似合うと私は思います。ちなみに私の家では食事は必ずご飯を食べます、パ
ンや麺類はおやつです。みなさんも風邪に注意して食欲の秋を満喫して下さい。（デコポン）

ホームページアドレスが変わりました

健 診

ニコチン依存症管理を行っております。

●一般健診  ●協会けんぽ健診（旧政府管掌）〈生活習慣病・予防健診〉  ●人間ドック  ●胃がん検診  ●内視鏡検査

南東北  春日

診療科
■外来診察担当医表

春日リハビリテーション・ケアセンター
通所リハビリテーション

※形成外科の11月の診療は6日・20日の金曜日です。12月の診療は4日・18日の金曜日です。
診療時間

午前8：30～12：30
午後1：30～  5：00
午前8：30～12：30
午後1：30～  5：00
午後1：30～  4：00
午後1：30～  4：30
午前8：30～12：30

月
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

小林 奈美江

後藤 恒夫

火
高木 秀峯
大越 透

水
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

後藤 恒夫

木
高木 秀峯
樋口 健弥

金
佐藤 哲夫
大越 透
後藤 恒夫

※
後藤 恒夫

土
大越 透
高木 秀峯

後藤 恒夫

内科

脳神経外科

眼科
形成外科

リハビリテーション科（　　　　　 　　　　）理学療法・作業療法・
言語聴覚療法

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
か
ぜ（
普
通
感
冒
）と
誤
解
さ
れ
ま
す
が
、

ウ
イ
ル
ス
の
種
類
が
異
な
り
、高
熱
が
で
る
だ
け
で
な
く
、場
合
に
よ
っ
て

は
重
症
化
、合
併
症
を
も
引
き
起
こ
す
恐
れ
の
あ
る
感
染
症
で
す
。

　
今
年
4
月
に
ア
メ
リ
カ・メ
キ
シ
コ
で
確
認
さ
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
現
在
、日
本
で
本
格
的
な
流
行
に
入
って
い
ま
す
。日
頃
か
ら
手
洗
い
、

う
が
い
な
ど
の
予
防
を
心
が
け
、症
状
が
出
た
場
合
に
備
え
、事
前
に
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
受
診
方
法
を
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

症
状

　

突
然
の
高
熱
・
咳
・
関
節
痛
・
筋
肉
痛
・
全

身
倦
怠
感
・
頭
痛
・
く
し
ゃ
み
、鼻
水
な
ど
で

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
似
て
い
ま
す
。殆

ど
軽
傷
で
回
復
し
ま
す
が
、持
病
が
あ
る
方
は
、

治
療
の
経
過
、管
理
状
況
で
重
症
化
す
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　

ハ
イ
リ
ス
ク
と
な
る
疾
病

　

慢
性
呼
吸
器
疾
患
・
慢
性
心
疾
患
・
糖
尿

病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患
・
腎
臓
機
能
障
害
・

ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
に
よ
る
免
疫
機
能
不
全

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
重
症
化
す
る
こ
と
が

　

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
方
々

●
妊
婦

●
乳
幼
児

●
高
齢
者

治
療

　

タ
ミ
フ
ル
や
リ
レ
ン
ザ
と
い
っ
た
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

確
実
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
対
策

❶
手
洗
い（
可
能
な
限
り
頻
回
に
行
い
ま
す
。

　

 

石
鹸
を
使
い
、最
低
15
秒
以
上
洗
い
ま
し
ょ
う
）

❷
う
が
い

❸
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト（
く
し
ゃ
み
、咳
を
す
る
時
は

　

 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
覆
い
ま
し
ょ
う
）

❹
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
の
使
用

❺
適
度
な
湿
度
を
保
つ（
湿
度
60
〜
70
％
）

❻
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
取
る

❼
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
へ
の
外
出
は
、

　

で
き
る
だ
け
避
け
る

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防
止
に
、

ワ
ク
チ
ン
は
有
効
な
手
段
で
す
が
、新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
は
、毎
年
接
種
さ
れ
て

い
る
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
必
要
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
類
似
し
た
症
状
で
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
比
較
的
軽
症
の

ま
ま
数
日
で
回
復
し
て
い
ま
す
。し
か
し
多
く
の
人
に
免
疫
が
な
く
感
染
力
も
強
い
こ

と
か
ら
流
行
規
模
は
大
き
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。感
染
患
者
は
10
代
以
下

が
多
く
、高
齢
者
は
少
数
で
あ
る
こ
と
、入
院
患
者
の
半
数
弱
は
糖
尿
病
や
喘
息
な
ど

の
基
礎
疾
患
が
あ
る
患
者
さ
ん
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

感
染
経
路

　

通
常
飛
沫
感
染
で
す
。感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
、

ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
粒
子
が
飛
散
し
て
、他
人
の
鼻
や
口
の
粘

膜
に
付
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
ま
す
。ま
た
、ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
手
で
眼
や
鼻
、口
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

粘
膜
、結
膜
な
ど
を
通
じ
て
感
染
す
る
接
触
感
染
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　春日老健通所リハビリでは、須賀川市より委託を受け、元気な高齢者がなるべく要介護状態にならな

いようにする為の取り組みとして、ご自宅への送迎付き運動教室を行っています。

　対象となる方は、要介護認定を受けていないものの、要介護状態になる恐れの高い方（特定高齢者）

です。運動教室の内容としては、マシントレーニングを中心とした運動プログラムを週に2回、3ヶ月間実施し、体力面や日常生

活面などでの変化があったかなどをチェックしております。

　当事業は平成19年より開始し、現在までに65名の方が参加されています。参加された方々は、最初のうちは緊張した様子

ですが、終了する頃には参加者同士で大変楽しそうに運動に取り組まれています。また、運動教室を修

了された方を対象としたOB会も週に1回開催しております。

　私たちは高齢者の方々がいつまでも元気な暮らしを送る事が出来るように、そのお手伝いをしてい

きたいと考えています。

　当事業に関するお問い合わせは、当施設「春日リハビリテーション・ケアセンター通所リハビリテーシ

ョン（0248-63-7327）」又は須賀川市高齢福祉課（0248-88-8117）までお願いいたします。
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入浴介助について

風呂場の環境について

　入浴は身体の清潔を保つだけでなく、血行が良くなり、気分転換にもなりま
すので、精神的なリラックス効果も望めます。要介護度や身体のコンディション
により、人ぞれぞれ入浴介助の方法も変わってきますが、介助する側にかなり
の労力が必要になるため、ご家族の協力はもちろんのこと、介護制度を有効に
活用して無理のない介助を心がけましょう。

●特に冬場の脱衣場・浴室内の温度調整に配慮しましょう。

●浴槽周辺に手すりを設置しておくと、安全性が高まります。

●浴室・浴槽内はすべりやすいので、すべり止めマット等を敷きましょう。

入浴前に注意しておきたいこと

●血圧、脈拍数、体温など体調に異常がないかチェックしましょう。

●できるだけ排泄を済ませておきましょう。

●空腹時や食事直後の入浴は避けましょう。

●急な温度差は危険ですので、脱衣場や浴室を適温に調整しておきましょう。

入浴中に注意すること

●湯かげんは事前にチェックしておきましょう。

●入浴は15分程度、つかるのは5分程度にとどめておきましょう。

●体調の変化には十分注意をはらい、気分が悪くなったりした場合は、すぐに出ましょう。

●心臓へ負担がかからないよう、ぬるめのお湯に胸の下あたりまでつかりましょう。

●麻痺の方の介助では、麻痺側から介助し、浴槽へは麻痺のない方から出入りしましょう。

入浴後に注意すること

●入浴後は素早く身体を拭き、衣類を身に付けてもらい湯冷めしないようにしましょう。

●脱水状態にならないよう、必ず水分補給をしましょう。

●爪がやわらかくなっているので、爪切りをしたり、耳そうじをするのも良いでしょう。

入浴が困難な場合は、下記のような方法があります。

●手　　  浴…お湯を入れた洗面器を用意して手を洗います。

●足　　  浴…お湯を入れた洗面器に足を入れて洗います。

●シャワー浴…入浴より体力の消耗が少なく、足元から上に向けかけていきます。

　

10
月
23
日（
金
）、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
て
、芋
煮
会
を
行
い

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
し
、

患
者
さ
ん
に
お
手
伝
い
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
包
丁
を
手
に
し
た
患

者
さ
ん
も
多
く
、最
初
は
戸
惑
う
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、す
ぐ
に
”カ
ン
“を

取
り
戻
し
、見
事
な
包
丁
さ
ば
き
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
、具

材
を
混
ぜ
る
係
や
、味
付
け
を
す
る
係

な
ど
に
分
か
れ
、み
ん
な
で
協
力
し
て

作
り
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
芋
煮
汁
は
、お
昼
に

み
ん
な
で
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。心

も
体
も
温
ま
り
、と
て
も
ホ
ッ
ト
な
一
日

に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
11
日（
日
曜
日
）に
南
東
北
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
毎
年
恒
例
の
南
東
北
グ

ル
ー
プ
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

快
晴
の
中
、北
は
青
森
、南
は
東
京
ま

で
南
東
北
グ
ル
ー
プ
の
病
院
と
老
人
保

健
施
設
が
集
ま
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

競
技
は
長
縄
跳
び
、玉
入
れ
、綱
引
き
、

ケ
ツ
圧
リ
レ
ー
、チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。春
日
は
長
縄
跳
び
と

リ
レ
ー
で
優
勝
し
、総
合
得
点
で
青
森

の
美
保
野
病
院
と
並
び
ま
し
た
。総
合

優
勝
は
代
表
者
同
士
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で

決
め
る
こ
と
に
な
り
、春
日
は
後
藤
院

長
が
代
表
と
な
り
、3
回
勝
負
で
2
対

1
の
接
戦
で
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。こ

の
優
勝
で
春
日
は
大
運
動
会
の
4
連

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。仕
事
の
後
や
昼

休
み
に
練
習
を
し
て
い
た
成
果
が
出
せ

て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。来
年
は
前

回
準
優
勝
だ
っ
た
球
技
大
会
も
優
勝

し
、春
と
秋
の
ダ
ブ
ル
優
勝
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。

大腸がん検診のご案内
　大腸がんは日本人に増加傾向が著しいがんです。年齢では
50歳代から増え始め、60歳がピークと言われています。早期
の大腸がんは自覚症状がほとんどありませんので、なかなか発
見することができません。進行癌になると、出血、便が細くなる、
便秘、下痢などの症状が現れます。
　大腸がん検診は一般的にまず便潜血検査を行います。無症
状のうちに検診を受診された方は、早期の段階で発見されるこ
とが多く、治癒する確率が高くなります。
　また、2次検診としてバリウムを使用して行う「注腸X線検査」
と「大腸内視鏡検査」があります。便潜血検査で陽性が出た方や、
陰性でも問診点数が高い方（血縁者に大腸がん、大腸ポリープ
にかかった人がいる、排便後に残った感じがあるなど）は2次検
診の受診をおすすめします。受診される場合は、検査前のお食
事の説明や下剤の飲み方について詳しい説明が必要ですので、
お電話または受付窓口にてご予約ください。
　大腸がんによる、死亡を減らすためにも、年に1回は大腸が
ん検診を受診しましょう!!

【検査に関する予約、お問い合わせ】
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●浴槽周辺に手すりを設置しておくと、安全性が高まります。

●浴室・浴槽内はすべりやすいので、すべり止めマット等を敷きましょう。

入浴前に注意しておきたいこと

●血圧、脈拍数、体温など体調に異常がないかチェックしましょう。

●できるだけ排泄を済ませておきましょう。

●空腹時や食事直後の入浴は避けましょう。

●急な温度差は危険ですので、脱衣場や浴室を適温に調整しておきましょう。

入浴中に注意すること

●湯かげんは事前にチェックしておきましょう。

●入浴は15分程度、つかるのは5分程度にとどめておきましょう。

●体調の変化には十分注意をはらい、気分が悪くなったりした場合は、すぐに出ましょう。

●心臓へ負担がかからないよう、ぬるめのお湯に胸の下あたりまでつかりましょう。

●麻痺の方の介助では、麻痺側から介助し、浴槽へは麻痺のない方から出入りしましょう。

入浴後に注意すること

●入浴後は素早く身体を拭き、衣類を身に付けてもらい湯冷めしないようにしましょう。

●脱水状態にならないよう、必ず水分補給をしましょう。

●爪がやわらかくなっているので、爪切りをしたり、耳そうじをするのも良いでしょう。

入浴が困難な場合は、下記のような方法があります。

●手　　  浴…お湯を入れた洗面器を用意して手を洗います。

●足　　  浴…お湯を入れた洗面器に足を入れて洗います。

●シャワー浴…入浴より体力の消耗が少なく、足元から上に向けかけていきます。

　

10
月
23
日（
金
）、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
て
、芋
煮
会
を
行
い

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
し
、

患
者
さ
ん
に
お
手
伝
い
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
包
丁
を
手
に
し
た
患

者
さ
ん
も
多
く
、最
初
は
戸
惑
う
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、す
ぐ
に
”カ
ン
“を

取
り
戻
し
、見
事
な
包
丁
さ
ば
き
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
、具

材
を
混
ぜ
る
係
や
、味
付
け
を
す
る
係

な
ど
に
分
か
れ
、み
ん
な
で
協
力
し
て

作
り
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
芋
煮
汁
は
、お
昼
に

み
ん
な
で
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。心

も
体
も
温
ま
り
、と
て
も
ホ
ッ
ト
な
一
日

に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
11
日（
日
曜
日
）に
南
東
北
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
毎
年
恒
例
の
南
東
北
グ

ル
ー
プ
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

快
晴
の
中
、北
は
青
森
、南
は
東
京
ま

で
南
東
北
グ
ル
ー
プ
の
病
院
と
老
人
保

健
施
設
が
集
ま
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

競
技
は
長
縄
跳
び
、玉
入
れ
、綱
引
き
、

ケ
ツ
圧
リ
レ
ー
、チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。春
日
は
長
縄
跳
び
と

リ
レ
ー
で
優
勝
し
、総
合
得
点
で
青
森

の
美
保
野
病
院
と
並
び
ま
し
た
。総
合

優
勝
は
代
表
者
同
士
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で

決
め
る
こ
と
に
な
り
、春
日
は
後
藤
院

長
が
代
表
と
な
り
、3
回
勝
負
で
2
対

1
の
接
戦
で
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。こ

の
優
勝
で
春
日
は
大
運
動
会
の
4
連

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。仕
事
の
後
や
昼

休
み
に
練
習
を
し
て
い
た
成
果
が
出
せ

て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。来
年
は
前

回
準
優
勝
だ
っ
た
球
技
大
会
も
優
勝

し
、春
と
秋
の
ダ
ブ
ル
優
勝
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。

大腸がん検診のご案内
　大腸がんは日本人に増加傾向が著しいがんです。年齢では
50歳代から増え始め、60歳がピークと言われています。早期
の大腸がんは自覚症状がほとんどありませんので、なかなか発
見することができません。進行癌になると、出血、便が細くなる、
便秘、下痢などの症状が現れます。
　大腸がん検診は一般的にまず便潜血検査を行います。無症
状のうちに検診を受診された方は、早期の段階で発見されるこ
とが多く、治癒する確率が高くなります。
　また、2次検診としてバリウムを使用して行う「注腸X線検査」
と「大腸内視鏡検査」があります。便潜血検査で陽性が出た方や、
陰性でも問診点数が高い方（血縁者に大腸がん、大腸ポリープ
にかかった人がいる、排便後に残った感じがあるなど）は2次検
診の受診をおすすめします。受診される場合は、検査前のお食
事の説明や下剤の飲み方について詳しい説明が必要ですので、
お電話または受付窓口にてご予約ください。
　大腸がんによる、死亡を減らすためにも、年に1回は大腸が
ん検診を受診しましょう!!

【検査に関する予約、お問い合わせ】



■発行／医療法人社団　三成会

個人情報保護法施行により、紙面に掲載されている写真は、本人の承諾を得て掲載しております。

■印刷／石井電算印刷株式会社

南東北春日リハビリテーション病院
TEL.0248-63-7299
春日居宅介護支援事業所
TEL.0248-63-7297
所在地：福島県須賀川市南上町123-1 http://www.kasuga-rehabili.com

介護老人保健施設 春日リハビリテーション・ケアセンター
TEL.0248-63-7279
春日訪問看護ステーション
TEL.0248-63-7278

家
庭

医
学

の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

今
月
の
目
次

家
庭
の
医
学

イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス・ご
案
内

介
護
教
室

地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
ご
案
内

ページページページページ

編 集
後 記

風も冷たくなり昼と夜の気温の差も大きく、風邪をひきやすい季節になりました。皆さんはいか
がお過ごしでしょうか？私は実家が米農家なので、この時期はその手伝いで休みが全くなく忙しい日々
を送っています。ところで皆さんはもう新米は食べましたか？今年の米は粒が大きめで甘みが強
く美味しいのでぜひ食べてください。米の消費量が減っているとニュースで見かけますが日本の
食卓にはご飯は一番似合うと私は思います。ちなみに私の家では食事は必ずご飯を食べます、パ
ンや麺類はおやつです。みなさんも風邪に注意して食欲の秋を満喫して下さい。（デコポン）

ホームページアドレスが変わりました

健 診

ニコチン依存症管理を行っております。

●一般健診  ●協会けんぽ健診（旧政府管掌）〈生活習慣病・予防健診〉  ●人間ドック  ●胃がん検診  ●内視鏡検査

南東北  春日

診療科
■外来診察担当医表

春日リハビリテーション・ケアセンター
通所リハビリテーション

※形成外科の11月の診療は6日・20日の金曜日です。12月の診療は4日・18日の金曜日です。
診療時間

午前8：30～12：30
午後1：30～  5：00
午前8：30～12：30
午後1：30～  5：00
午後1：30～  4：00
午後1：30～  4：30
午前8：30～12：30

月
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

小林 奈美江

後藤 恒夫

火
高木 秀峯
大越 透

水
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

後藤 恒夫

木
高木 秀峯
樋口 健弥

金
佐藤 哲夫
大越 透
後藤 恒夫

※
後藤 恒夫

土
大越 透
高木 秀峯

後藤 恒夫

内科

脳神経外科

眼科
形成外科

リハビリテーション科（　　　　　 　　　　）理学療法・作業療法・
言語聴覚療法

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
か
ぜ（
普
通
感
冒
）と
誤
解
さ
れ
ま
す
が
、

ウ
イ
ル
ス
の
種
類
が
異
な
り
、高
熱
が
で
る
だ
け
で
な
く
、場
合
に
よ
っ
て

は
重
症
化
、合
併
症
を
も
引
き
起
こ
す
恐
れ
の
あ
る
感
染
症
で
す
。

　
今
年
4
月
に
ア
メ
リ
カ・メ
キ
シ
コ
で
確
認
さ
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
現
在
、日
本
で
本
格
的
な
流
行
に
入
って
い
ま
す
。日
頃
か
ら
手
洗
い
、

う
が
い
な
ど
の
予
防
を
心
が
け
、症
状
が
出
た
場
合
に
備
え
、事
前
に
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
受
診
方
法
を
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

症
状

　

突
然
の
高
熱
・
咳
・
関
節
痛
・
筋
肉
痛
・
全

身
倦
怠
感
・
頭
痛
・
く
し
ゃ
み
、鼻
水
な
ど
で

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
似
て
い
ま
す
。殆

ど
軽
傷
で
回
復
し
ま
す
が
、持
病
が
あ
る
方
は
、

治
療
の
経
過
、管
理
状
況
で
重
症
化
す
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　

ハ
イ
リ
ス
ク
と
な
る
疾
病

　

慢
性
呼
吸
器
疾
患
・
慢
性
心
疾
患
・
糖
尿

病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患
・
腎
臓
機
能
障
害
・

ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
に
よ
る
免
疫
機
能
不
全

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
重
症
化
す
る
こ
と
が

　

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
方
々

●
妊
婦

●
乳
幼
児

●
高
齢
者

治
療

　

タ
ミ
フ
ル
や
リ
レ
ン
ザ
と
い
っ
た
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

確
実
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
対
策

❶
手
洗
い（
可
能
な
限
り
頻
回
に
行
い
ま
す
。

　
 

石
鹸
を
使
い
、最
低
15
秒
以
上
洗
い
ま
し
ょ
う
）

❷
う
が
い

❸
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト（
く
し
ゃ
み
、咳
を
す
る
時
は

　

 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
覆
い
ま
し
ょ
う
）

❹
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
の
使
用

❺
適
度
な
湿
度
を
保
つ（
湿
度
60
〜
70
％
）

❻
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
取
る

❼
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
へ
の
外
出
は
、

　

で
き
る
だ
け
避
け
る

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防
止
に
、

ワ
ク
チ
ン
は
有
効
な
手
段
で
す
が
、新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
は
、毎
年
接
種
さ
れ
て

い
る
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
必
要
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
類
似
し
た
症
状
で
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
比
較
的
軽
症
の

ま
ま
数
日
で
回
復
し
て
い
ま
す
。し
か
し
多
く
の
人
に
免
疫
が
な
く
感
染
力
も
強
い
こ

と
か
ら
流
行
規
模
は
大
き
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。感
染
患
者
は
10
代
以
下

が
多
く
、高
齢
者
は
少
数
で
あ
る
こ
と
、入
院
患
者
の
半
数
弱
は
糖
尿
病
や
喘
息
な
ど

の
基
礎
疾
患
が
あ
る
患
者
さ
ん
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

感
染
経
路

　

通
常
飛
沫
感
染
で
す
。感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
、

ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
粒
子
が
飛
散
し
て
、他
人
の
鼻
や
口
の
粘

膜
に
付
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
ま
す
。ま
た
、ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
手
で
眼
や
鼻
、口
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

粘
膜
、結
膜
な
ど
を
通
じ
て
感
染
す
る
接
触
感
染
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　春日老健通所リハビリでは、須賀川市より委託を受け、元気な高齢者がなるべく要介護状態にならな

いようにする為の取り組みとして、ご自宅への送迎付き運動教室を行っています。

　対象となる方は、要介護認定を受けていないものの、要介護状態になる恐れの高い方（特定高齢者）

です。運動教室の内容としては、マシントレーニングを中心とした運動プログラムを週に2回、3ヶ月間実施し、体力面や日常生

活面などでの変化があったかなどをチェックしております。

　当事業は平成19年より開始し、現在までに65名の方が参加されています。参加された方々は、最初のうちは緊張した様子

ですが、終了する頃には参加者同士で大変楽しそうに運動に取り組まれています。また、運動教室を修

了された方を対象としたOB会も週に1回開催しております。

　私たちは高齢者の方々がいつまでも元気な暮らしを送る事が出来るように、そのお手伝いをしてい

きたいと考えています。

　当事業に関するお問い合わせは、当施設「春日リハビリテーション・ケアセンター通所リハビリテーシ

ョン（0248-63-7327）」又は須賀川市高齢福祉課（0248-88-8117）までお願いいたします。


